
１．概　　　要

２．特　　長

３．構成品（システム概略図参照下さい）

    １）圧油槽油面リレー 1台

　  ２）集油槽油面リレー 1式

　  ３）圧力センサー 1個

　  ４）温度センサー 1式

    ５）圧油ポンプ電流センサー 1式 （A表示）※オプション

　  ６）圧油装置監視盤 1面

４．仕　様

　  １）センサー入力 4～20　ｍＡ

　  ２）表　示 タッチパネル画面表示

　  ３）接点出力 ﾘﾚｰ出力

警報上・下限接点 各2接点

　  ４）電　源 DC110V （別途、電源線　P、Nが必要になります）

　　　　

　　　

LAN接続

（※将来設置可能）

　　圧油ﾎﾟﾝﾌﾟﾓｰﾀｰ電流(4～20mA）

（赤字）はｵﾌﾟｼｮﾝ品を示します

    １）アンロード時間の長いところには測定スイッチにて測定し後で画面で確認できる為、測定ミスがなく

    ４）オプションとして圧油装置監視盤内に「データ収集ユニット」を増設すれば、ＬＡＮ接続し制御所パソコンにて

　　　測定は1回ですが、再測定の場合にはもう一度測定スイッチンを押していただければ何度でも測定可能です。

（ｍｍ表示）

（ＭＰａ表示）

　　　　各データの閲覧が可能です。

（ｍｍ表示）

　　　　（但し、圧油ﾎﾟﾝﾌﾟの電流ﾘﾚｰ接点・ｱﾝﾛｰﾀﾞﾘﾐｯﾄSW接点又は電気式ｱﾝﾛｰﾀﾞ圧力ﾘﾚｰ接点をご準備下さい。）

「ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ方式」

　　　他の作業が優先的にでき作業後に確認できます。

    ２）圧油槽油面・集油槽油面・圧力はリアルタイムデータを測定・目視できます。

    ３）圧油槽油面・集油槽油面・圧力は警報接点として上・下限各2接点を有しています。

 圧　油　監　視　シ　ス　テ　ム　　　　　

　　　水力発電所では、水車運転中の圧油装置取付機器のデータは巡回時にアンローダ時間はストップウオッチで

　　圧油槽油面及び集油槽油面は目視でそれぞれ確認されているところが多いと聞いております。

　　　そこで、圧油装置取付機器のリアルタイムデータ（圧油槽油面・圧力、集油槽油面・温度、ポンプ電流、アンローダ時間）を

　　　　　　　　　　　　　　圧油ポンプ盤一体形（タッチパネル画面を使用）

　　圧油監視システム（タッチパネル画面）にて表示・確認することを推奨いたします。

圧油ポンプ盤一体形

システム概略図　

制御所PC

圧油槽油面ﾘﾚｰ(4～20mA）

　ｱﾝﾛｰﾀﾞｰ用
圧力ﾘﾚｰ

（ON-OFF接点）

（℃表示）※オプション

集油槽油面ﾘﾚｰ(4～20mA）

（※ｵﾌﾟｼｮﾝ「ﾃﾞｰﾀ収集ﾕﾆｯﾄ」・LAN接続・制御所ﾊﾟｿｺﾝ）

 圧力ｾﾝｻｰ（4～20mA）　　　

サンニッキ技術ノート  No.11-1 

ﾃﾞｰﾀ収集ﾕﾆｯﾄ 

 

圧油槽 
  

 
集油槽 

 

圧油監視システム 



５．圧油ﾎﾟﾝﾌﾟ盤一体形組込例

圧油監視ｼｽﾃﾑ
（ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙで設定・操作が簡単）

６．圧油監視ｼｽﾃﾑ画面仕様
　　　1)常用画面

画面表示内容
　①圧油槽油圧
　②圧油槽油面
　③集油槽油面
　④1号圧油ﾎﾟﾝﾌﾟ電流
　⑤2号圧油ﾎﾟﾝﾌﾟ電流
（タッチパネルのボタンを押すことにより
画面の切替が可能です。）

　　　2)測定画面
画面表示内容
　①ｵﾝﾛｰﾄﾞ油圧・ｱﾝﾛｰﾄﾞ油圧
　②圧油槽油面最大・最小
　③集油槽油面最大・最小
　④ｵﾝﾛｰﾄﾞ時間
　⑤ｱﾝﾛｰﾄﾞ時間
　⑥圧油ﾎﾟﾝﾌﾟｵﾝﾛｰﾄﾞ電流
　⑦圧油ﾎﾟﾝﾌﾟｱﾝﾛｰﾄﾞ電流
（測定ｽｲｯﾁを押すことにより次のｵﾝﾛｰﾄﾞより
測定を開始します。）

　　　3)ｱﾝﾛｰﾀﾞｰ動作回数画面
画面表示内容
　①1号ｱﾝﾛｰﾀﾞｰ動作回数
　②2号ｱﾝﾛｰﾀﾞｰ動作回数
（ｱﾝﾛｰﾀﾞｰの動作回数をカウントします。）

　　　4)警報設定画面
画面表示内容
　①圧油槽油面低下警報設定
　②圧油槽油面上昇警報設定
　③集油槽油面低下警報設定
　④集油槽油面上昇警報設定
（常用画面の油面が警報設定値の上昇値を越える
または、低下値を下まわると常用画面の油面(mm)が
油面異常との表示が変わり点滅を行います。
警報接点を外部出力します。）

　　　以上、画面タッチで表示・測定が可能です。



１．概　　　要

２．特　　長

３．構成品（システム概略図参照下さい）

    １）圧油槽油面リレー 1台

　  ２）集油槽油面リレー 1式

　  ３）圧力センサー 1個

　  ４）温度センサー 1式

    ５）圧油ポンプ電流センサー 1式 （A表示）※ｵﾌﾟｼｮﾝ

　  ６）圧油装置監視盤 1面

４．仕　様

　  １）センサー入力 4～20　ｍＡ

　  ２）表　示 タッチパネル画面表示

　  ３）接点出力 ﾘﾚｰ出力

警報上・下限接点 上下限各2接点（接点数はお打合せによります。）

　  ４）電　源 DC110V （別途、電源線　P、Nが必要になります）

　　　　

既設　圧油ポンプ盤

　　

　

               　　　

            

圧油ﾎﾟﾝﾌﾟﾓｰﾀｰ

　　 制御所PC    （青字）はｵﾌﾟｼｮﾝ品を示します

　（4～20mA）

　電流ｾﾝｻｰ

　圧油ﾎﾟﾝﾌﾟﾓｰﾀｰ

ｱﾝﾛｰﾀﾞｰ用
圧力ﾘﾚｰ

（ON-OFF接点）

 圧力ｾﾝｻｰ（4～20mA）　

 温度ｾﾝｻｰ（4～20mA）　　

集油槽油面ﾘﾚｰ(4～20mA）

（※ｵﾌﾟｼｮﾝ「ﾃﾞｰﾀ収集ﾕﾆｯﾄ」・LAN接続・制御所ﾊﾟｿｺﾝ）

（ＭＰａ表示）

（℃表示）※ｵﾌﾟｼｮﾝ

            （※将来設置可能）

圧油装置監視盤

 圧　油　監　視　シ　ス　テ　ム　　　　　

　　　水力発電所では、水車運転中の圧油装置取付機器のデータは巡回時にアンローダ時間はストップウオッチで

　　圧油槽油面及び集油槽油面は目視でそれぞれ確認されているところが多いと聞いております。

　　　そこで、圧油装置取付機器のリアルタイムデータ（圧油槽油面・圧力、集油槽油面・温度、ポンプ電流、アンローダ時間）

　　　　　　　　　　　　　既設圧油ポンプ盤流用（タッチパネル画面を使用）

            LAN接続

　　を圧油監視システム（タッチパネル画面）にて表示・確認することを推奨いたします。

　　　測定は1回ですが、再測定の場合にはもう一度測定スイッチンを押していただければ何度でも測定可能です。

（ｍｍ表示）

（ｍｍ表示）

システム概略図　
圧油槽油面ﾘﾚｰ(4～20mA）

　　　　（但し、圧油ﾎﾟﾝﾌﾟの電流ﾘﾚｰ接点・ｱﾝﾛｰﾀﾞﾘﾐｯﾄSW接点又は電気式ｱﾝﾛｰﾀﾞ圧力ﾘﾚｰ接点をご準備下さい。）

    １）アンロード時間の長いところには測定スイッチにて測定し後で画面で確認できる為、測定ミスがなく

    ４）オプションとして圧油装置監視盤内に「データ収集ユニット」を増設すれば、ＬＡＮ接続し制御所パソコンにて

　　　他の作業が優先的にでき作業後に確認できます。

    ２）圧油槽油面・集油槽油面・圧力はリアルタイムデータを測定・目視できます。

    ３）圧油槽油面・集油槽油面・圧力は警報接点として上・下限各2接点を有しています。

「ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ方式」

　　　　各データの閲覧が可能です。
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５．圧油監視システム
圧油監視ｼｽﾃﾑ
　■ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙで設定・操作が簡単
　　　（液晶ﾊﾟﾈﾙは常時消灯しています）

６．圧油監視ｼｽﾃﾑ画面仕様
　　　1)常用画面

画面表示内容
　①圧油槽油圧
　②圧油槽油面
　③集油槽油面
　④集油槽油温
　⑤1号圧油ﾎﾟﾝﾌﾟ電流
　⑥2号圧油ﾎﾟﾝﾌﾟ電流
（ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙのﾎﾞﾀﾝを押すことにより画面の切替が
　可能です。）

　　　2)測定画面
画面表示内容
　①ｵﾝﾛｰﾄﾞ油圧・ｱﾝﾛｰﾄﾞ油圧
　②圧油槽油面最大・最小
　③集油槽油面最大・最小
　③集油槽油温
　④ｵﾝﾛｰﾄﾞ時間
　⑤ｱﾝﾛｰﾄﾞ時間
　⑥圧油ﾎﾟﾝﾌﾟｵﾝﾛｰﾄﾞ電流
　⑦圧油ﾎﾟﾝﾌﾟｱﾝﾛｰﾄﾞ電流
（測定ｽｲｯﾁを押すことにより測定ﾃﾞｰﾀはﾘｾｯﾄされ、
　次のｵﾝﾛｰﾄﾞより測定開始します）

　　　3)ｱﾝﾛｰﾀﾞｰ動作回数画面
画面表示内容
　①1号ｱﾝﾛｰﾀﾞｰ動作回数
　②2号ｱﾝﾛｰﾀﾞｰ動作回数
（ｱﾝﾛｰﾀﾞｰの動作回数をｶｳﾝﾄします。）

　　　4)警報設定画面
画面表示内容
　①圧油槽油面上昇警報設定
　②圧油槽油面低下警報設定
　③集油槽油面上昇第二段警報設定
　④集油槽油面上昇第一段警報設定
　⑤集油槽油面低下第一段警報設定
　⑥集油槽油面低下第二段警報設定
　⑦ﾋｽﾃﾘｼｽ設定
（常用画面の油面が警報設定値の上昇値を越える
または、低下値を下まわると常用画面の油面(mm)が
油面異常との表示が変わり点滅を行います。
警報接点を外部出力します。）

　　　以上、画面タッチで表示・測定が可能です。


